説教要旨「生ける神の手に落ちる」
聖書：ヘブライ１０章２６－３１
10:26 もし、わたしたちが真理の知識を受けた後にも、故意に罪を犯し続けるとすれば、罪のためのいけにえは、もはや残っていません。10:27 ただ残っているのは、審判と敵対する者たちを焼き尽くす激しい火とを、恐れつつ待つことだけです。

10:28 モーセの律法を破る者は、二、三人の証言に基づいて、情け容赦なく死刑に処せられます。

10:29 まして、神の子を足げにし、自分が聖なる者とされた契約の血を汚れたものと見なし、その上、恵みの霊を侮辱する者は、どれほど重い刑罰に値すると思いますか。

10:30 「復讐はわたしのすること、／わたしが報復する」と言い、また、／「主はその民を裁かれる」と言われた方を、わたしたちは知っています。10:31 生ける神の手に落ちるのは、恐ろしいことです。

　ヘブライ１０章２６－３１を一読して、書かれてあることはすぐに分かっていただけるのではないかと思います。ヘブライ人への手紙は旧約聖書の知識を必要とすることなどから難解な書だと思われていますが、それに比して、この個所は、とりわけ難解とは思われません。
しかし、説教者として、この個所を講解することは難しいと感じています。なぜなら、ここで使われている用語の厳しさの故です。聞いている人は恐怖をおぼえ、脅しを感じ、心を閉じてしまう可能性があります。それでは、ここから大切な教えを聞かなかったことになります。
　私たちはまず、ヘブライ人への手紙が意図しているのは、背教者、背信者ではなく、私たちのような、疑い深い信仰の弱いキリスト者であることを覚えなければなりません。
　まず、「真理の知識を受け取った後にも、故意に罪を犯し続ける」と記されます。真理とは、ここで真理一般の真理ではなく、まして、哲学的真理ではなく、イエス・キリストの犠牲による罪の赦しの恵みについての知識を指していることは明らかです。今まで私たちはキリストの贖いのみ業について学んできました。それを信じ、告白し、大いなる希望を抱いたのであれば、それをなんらかの理由で故意に、意図的に捨てる、これが罪を故意に犯すという言葉の意味であると思います。
　「罪を犯す」は、29節に三つの内容が挙げられています。まず第一は、「神の子を足蹴にする」です。足蹴にするとは、愚かとし、ばかにし、拒否することを意味しています。イエス・キリストは「神の御子」と信じる信仰はキリスト教信仰の最も基本です。キリストの最初の弟子たちはイエスが神であると告白しました（マタイ１６章１６、ローマ１章３，４）。この信仰を否定することが足蹴にする罪です。この罪をただ一回だけ犯したというのではなく、その罪に固執し続けることを意味しています。イエスが神の子であることを拒否し、信じない。これがヘブライ人への手紙で問題としている点です。
　第二は、「契約の血を汚れたものと見なす」。契約の血とは、新しい契約の血であり、イエス・キリストが身代わりの犠牲として捧られた十字架の血潮を指しています。この血が私たち罪に汚されている者を清めるものです。そして、イエス・キリストの血=命によって神は私たちを救われるのです。このキリストの贖罪を否定すること、これがキリストの血を汚すことに他なりません。
　第三は、恵みの霊を汚す。これは聖霊を汚す罪とも言われます（マタイ１２章３１―３２）。イエス・キリストはご自身を侮辱したり、拒絶したりしても許される。しかし、聖霊を汚す罪は決して赦されないと言われています。人間として働かれ、語られてキリストを否定することは赦されるが、聖霊を汚す罪だけは許されない。だから、ここでは第一と第二の行為と第三の御霊を汚す罪は一連の罪であるということができます。人間としてのイエスに従うことを退けても、神の御子、神性をもつキリストを否定し、その贖いの御業を捨てる者こそ、真理の知識を退ける罪の中に留まる者であるといえます。
　恵みの霊とあります。神は恵みの神でありますから、当然、救いの恵みを惜しみなく注がれる方です。このような方を拒否する。これは救いとは何かを十分に理解し、その深さ、大きさ、広さを受け入れたのに、キリストの救いを愚かなものとする偽教師たちが教会に入り込んできて悪い影響を与えていたことと関わります。彼らは、重要なものとは律法遵守であると主張しました。また、ギリシヤ哲学を高等と思い、キリスト教信仰など愚かしい教えにすぎないと考える人たちもいました。このような人たちは、神の恵みに無頓着でした。今日でも、確信をもってキリストを否定する人がいます。更にその救いのみ業を拒絶します。このような人たちは恵みの霊を軽んじているのです。こういうことが意図的な、故意の、罪の固執だとみていいのではないかと思います。
　このように、罪を犯し続けるものには、厳しい神の処置が下されます。この神の罪に対する御業は２７節に記されます。もう罪の許しを与える手段は全くない。そのために、まず審判があるとされます。審判とは裁判において有罪宣告を受け、死刑の判決が下され、死刑に処せられることを意味しています。
第二は、焼き尽くす火が下るのを待つだけだと言われています。この火は地獄の火であると言えるでしょう。それゆえに私たちはこの火を想像することはできません。とはいっても地獄の火は虚構でもなく、作り話でもありません。
第三は、２９節に記される、どれほどか分からないほど重い刑罰が挙げられています。この刑罰は情け容赦なく下されます。旧約の律法では、２，３人の証言者があれば、有罪と認定され、有罪と決まれば直ちに死刑が執行されます。今日から見れば、このような手続きは論外ですが、旧約の時代では当たり前のことでした。２，３人の証言は物証よりも確実で、２，３人の証言があればその証言は疑わざるもので、犯罪人とされた者は死刑にされてしまいます。有無を言わせません。非情ささえ感じさせられるような手続きですが、罪を犯した者にはこのような過酷な処置がなされます。その刑罰は想像を超えた処置です。これ以上のことは書かれてありませんし、詳しい刑罰の内容は不明です。というよりもあえて書かれなかったといったほうがいいかもしれません。あまり刑罰について説明されていなくても、私たちは、たいへん厳しい言葉を聞かされています。
この言葉を読んでいくと多くの人は恐怖を感じるかもしれません。しばしば、この個所のような聖句を解説するに当たって、教会員に警告、時には脅迫のように語られる場合もあります。あまり信仰熱心ではない人に、あるいは、疑い深く、信仰がぐらぐらしているような人に向かって、あなた方には神の過酷な裁きが下るから、反省し、悔い改めよと強調するわけです。
　しかし、この個所をそのように用いることは邪道と思います。実際、読者がどういう人たちであったのかを考えなければならないと思います。背教者、背信者には、どのように脅迫したところで彼らは心を動かしたり、方向転換したりしません。むしろ、いつも信仰を失わないかというようなことを心配し、もし迫害など生きたら耐えられるか不安がっている人に語られています。そういう人に脅しを語ったり、あるいは、一度信仰を失ったら取り返しがつかないなどというような絶望的な警告を語っているとは思えません。
　ここで（３０-３１節）で、申命記３２章３５－３６が引用されています。この申命記は「モーセの歌」と言われ、イスラエルの人々に信仰を失わないように勧めている個所です。モーセに与えられた律法の教えを無視しないように、これがモーセの言いたかったことです。イスラエルがこれからカナンの地に入り、定住生活を開始する直前、「モーセの歌」を語ったのですが、それ自体は厳しい傾向の言葉が並べられています。これらの言葉を語った後、〔申命記３３章〕モーセは祝福の言葉を語ります。モーセはその生涯の終わりに、警告を語り、そして、祝福を続けますが、それはイスラエルがカナンの地で、恩恵を豊かに受け、契約の民として生きることを願っているからです。ヘブライ人への手紙も同様です。著者の願いは信仰の弱い人を切り捨てるためではありません。神のさばきに委ねて後は顧みないなどと言うのは彼の姿勢ではありません。彼は今まで新しい契約を語り、キリスト者は、新しい霊的イスラエルであると語ってきました。新しいイスラエルは、イエス・キリストによる贖いを受けるものたちです。
　３１節。生ける神の手に落ちるのは恐ろしいこと。文字どおり読むならば、背教したり、信仰を失ったりするものが神の手に落ちるならばそれは恐ろしいことです。もし、罪を犯し続けるならば、罪のためのいけにえはない。罪を許すいけにえの血=イエス・キリストの命をないがしろにするものは、その罪をあがなういけにえはもう残っていない。救われようがない。
　そういうところに転落することは破滅しかありませんから、これほど恐ろしいことはないのです。確かにそのままで神の手に落ちることほど恐ろしいことはありません。だから、信仰など捨てることはもってのほかだと警告として読むのはそれは正当な読み方であると思います。

　神はどういう方でしょうか。恵みの神はイエス・キリストを送り、その尊い血潮によって罪人を救われます。そのような方が一度でも信仰を失ったり、キリストを否定しただけで破滅させられ、厳しい裁きに陥れるようなことがありましょうか。恵みの神はそんな狭量な神ではありません。
神を否定するようなことがあっても、また、信仰を捨てるようなことがあっても、立ち戻っていくならば神は必ず救われます。そんな神の手に陥ることは確かに恐ろしいことではありますが、また、神の手にしっかりと握られることでもあります。背信を奨励するつもりは全くありません。しかし、信仰を失うことがあっても、神はそれで決定的な破局を宣告されるような方ではありません。恵みの神の手に陥ることは恐ろしいのですが、また、私たちはその御手に落ちることしか道がありません。御手に信頼して神の助け、救いを叫び求めればいいのです。一度や二度信仰を失うことがあってもそれで神は決定的な処罰を与えられるような方ではありません。二度と立ち直れないような裁きを行なわれることもないでしょう。神は立ち帰る者を必ず許し、再度前に向かって生きていくことを奨励してくださる方です。わたしは不信仰は決定的な裁きの理由になるのではなく、いつまでも方向転換もせず、神に戻っていかないことのほうが深刻であると思っています。私たちは神の新しい契約を思い起こし、その契約の民の中に立ち戻っていくべきなのです。(この項おわり)　

